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【
史
料
紹
介
】

川
村
清
兵
衛
「
房
総
相
模
御
備
場
取
調
書
」
に
つ
い
て

【
要
旨
】

本
稿
は
、
従
来
の
幕
末
海
防
史
研
究
で
は
見
落
と
さ
れ
て
い
た
、
天
保
一
三
年
（
一
八

四
二
）
一
○
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
、
勘
定
吟
味
役
川
村
清
兵
衛
（
修
就
）
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
一
二
月
に
提
出
さ
れ
た
江
戸
湾
防
備
に
関
す
る
調
査
報
告
書
を
紹
介
す
る
も

の
で
あ
る
。

見
分
を
担
当
し
た
川
村
清
兵
衛
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
二
月
二
二
日
御
庭

番
川
村
修
富
の
嫡
子
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
七
八
）
八
四
才
で
そ
の
生

涯
を
閉
じ
て
い
る
。
御
庭
番
と
し
て
の
活
動
は
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
天

保
四
年
ま
で
の
一
七
年
間
に
七
度
内
々
遠
国
御
用
の
任
を
勤
め
、
天
保
一
二
年
五
月
勘

定
吟
味
役
を
経
て
、
同
一
四
年
六
月
に
初
代
新
潟
奉
行
に
就
任
し
て
い
る
。

現
在
、
新
潟
市
郷
土
資
料
館
に
は
、
川
村
清
兵
衛
と
そ
の
父
修
富
関
係
の
史
料
群
を

「
川
村
家
文
言
」
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
が
、
情
兵
衛
の
曾
孫
で
あ
る
清
衛
氏
が
昭
和

五
一
年
新
潟
市
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
そ
の
文
書
群
か
ら
何
ら
か
の

理
由
に
よ
り
流
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

史
料
的
価
値
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
海
防
研
究
史
上
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
、
天
保
一
三
年
の
海
防
見
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
、
ま
た
、
史
料
中
に
お
い
て
し
ば
し
ば
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
井
上
左
太
夫
と
鳥
居
耀

蔵
・
江
川
太
郎
左
衛
門
の
海
防
見
分
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、
ペ
リ
ー
来
航
以
前
の
海
防

の
実
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
川
村
に
よ
る
、
こ
の
報
告
が
ど
の

よ
う
に
後
の
海
防
政
策
に
反
映
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
素
材
と
な
る
だ
ろ
う
。

一
キ
ー
ワ
ー
ド
一
江
戸
湾
防
備
、
海
防
、
川
村
清
兵
衛

鴫

村

元

宏

本
稿
は
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
一
○
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
、
勘
定
吟
味

役
川
村
清
兵
衛
（
修
就
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
一
二
月
に
提
出
さ
れ
た
江
戸
湾
防
備

に
関
す
る
調
査
報
告
書
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
江
戸
時
代
に
お
け
る
江
戸
湾
防
備
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
ロ
シ

ア
使
節
ラ
ク
ス
マ
ン
の
蝦
夷
地
・
根
室
へ
の
来
航
を
契
機
に
、
幕
府
は
老
中
松
平
定

信
を
海
岸
防
禦
御
備
掛
（
海
防
掛
）
に
任
じ
、
翌
年
正
月
、
勘
定
奉
行
久
世
丹
波
守

広
民
・
目
付
中
川
勘
三
郎
忠
潔
な
ど
に
、
房
総
・
相
模
・
伊
豆
の
沿
岸
巡
視
を
命
じ

た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
以
後
、
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
る
嘉
永
七
年
（
一

八
五
四
）
ま
で
の
間
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
の
ロ
シ
ア
・
レ
ザ
ノ
フ
使
節
の
来

航
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の

ア
メ
リ
・
ビ
ッ
ド
ル
艦
隊
の
浦
賀
来
航
、
嘉
永
二
年
イ
ギ
リ
ス
測
量
船
マ
リ
ナ
ー
号

に
よ
る
江
戸
湾
及
び
下
田
の
測
量
と
い
っ
た
、
異
国
船
の
江
戸
湾
へ
の
接
近
が
あ
っ

た
後
、
江
戸
湾
防
備
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
紹
介
す
る
川
村
に
よ
る
房
総
・
相
模
地
域
の
海
防
見
分

（
調
査
）
に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
海
防
態
勢
を
全
国
的
に
傭
鰍
し
た
原
剛

（

１

）

氏
の
研
究
に
お
い
て
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
江
戸
湾
海
防
特
集
」
を

（

２

）

組
ん
だ
『
三
浦
古
文
化
』
に
収
め
ら
れ
た
、
飯
島
セ
ツ
子
氏
の
作
成
に
よ
る
「
江
戸

湾
海
防
史
年
表
」
に
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
上
記
の
研
究
は
何
れ
も
幕
府
が
編
纂

し
た
対
外
関
係
に
関
す
る
資
料
集
で
あ
る
「
通
航
一
覧
』
を
基
本
資
料
と
し
、
か
つ

「
江
戸
湾
海
防
史
年
表
」
は
、
あ
わ
せ
て
「
続
徳
川
実
記
」
も
参
着
し
て
、
作
成
さ

は

じ

め

に
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と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
如
く
、
川
村
の
海
防
見
分
自
体
が
こ
れ
ま
で
の
幕
末
海
防
史
研
究
の
中
で

等
閑
に
さ
れ
て
き
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
本
史
料
紹
介
は
、
幕
末
海
防
史
研
究
に
新

た
な
素
材
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
保
一
三
年
の
川
村
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
採
録
さ
れ
て

（

３

）

い
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
「
通
航
一
覧
』
~
の
当
該
箇
所
お
よ
び
「
続
徳
川
実
記
」

（

４

）

の
当
該
年
代
部
分
に
あ
た
っ
て
み
た
が
、
や
は
り
川
村
の
調
査
に
つ
い
て
は
採
録
さ

れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
川
村
清
兵
衛
の
日
記
を
も
と
に
し
た
小
松
重
雄
氏
の
研
究
に
お
い
て

、
津
洵
）
、

が

か

り

清
兵
衛
は
勘
定
吟
味
役
と
し
て
主
に
武
器
掛
、
町
々
囲
穀
蔵
（
食
糧
備
蓄
）

掛
、
米
価
掛
を
受
け
持
っ
た
ほ
か
に
、
浦
々
御
備
場
（
台
場
Ⅱ
砲
台
）
御
用
取

扱
も
兼
任
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
情
兵
衛
は
天
保
十
三
年
八
月
十
七
日
に

も

く

ろ

み

「
深
川
洲
崎
大
筒
町
場
目
論
見
検
分
」
を
行
っ
た
ほ
か
、
十
月
十
八
日
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で
「
相
州
、
房
総
、
相
州
、
豆
州
の
浦
々
御
備
場
検
分
」
に
出

張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
現
在
の
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
伊
豆
半
島
の
要
港
を

張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
現
在
の
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
伊
豆
半

ま
ず
、
本
資
料
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
記
し
て
お
く
。

（

５

）

回
っ
て
砲
台
設
置
予
定
場
所
の
選
定
に
お
お
わ
ら
わ
で
あ
っ
た
。

｜

資

料

情

報

ま
ず
、
本
史
料
の
作
成
者
で
あ
り
、
見
分
を
担
当
し
た
川
村
清
兵
衛
に
つ
い
て
経

歴
を
確
認
し
て
お
く
。

川
村
に
関
す
る
人
物
研
究
自
体
も
、
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
唯
一
前

出
の
小
松
重
雄
氏
に
よ
る
「
幕
末
遠
国
奉
行
の
日
記
」
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
れ
に
拠
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

川
村
清
兵
衛
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
二
月
一
三
日
御
庭
番
川
村
修
富
の

嫡
子
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
三
年
（
一
八
七
八
）
八
四
才
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て

い
る
。
御
庭
番
と
し
て
の
活
動
は
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
天
保
四
年
ま

で
の
一
七
年
間
に
七
度
内
々
遠
国
御
用
の
任
を
勤
め
、
天
保
一
二
年
五
月
勘
定
吟
味

受
入
種
別

受

入

年

備

考

資

料

名

作

成

者

制

作

年

員

数

丁

数

法

量二
川
村
清
兵
衛

房
総
相
模
御
備
場
取
調
書

川
村
清
兵
衛

天
保
一
三
年
一
二
月

二
冊
（
絵
図
一
枚
）

「
相
模
國
」
’
二
○
丁
、
「
安
房
上
総
」
’
一
四
丁

冊
子
ｌ
縦
二
八
・
○
横
二
○
・
五
ｍ

絵
図
ｌ
縦
四
四
・
○
横
六
五
・
○
ｍ

購
入

昭
和
四
二
年

各
冊
二
丁
目
お
よ
び
絵
図
の
題
篭
に
「
川
村
文
庫
」
の
朱
印
が
あ
る
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現
在
、
新
潟
市
郷
土
資
料
館
に
は
、
川
村
清
兵
衛
と
そ
の
父
修
富
関
係
の
史
料
群

を
「
川
村
家
文
書
」
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。

も
と
も
と
、
新
潟
市
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
す
る
「
川
村
家
文
言
」
は
、
情
兵
衛
の

曾
孫
で
あ
る
清
衛
氏
が
昭
和
五
一
年
新
潟
市
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
五
二

年
六
月
段
階
に
新
潟
市
郷
土
資
料
館
が
整
理
し
た
時
点
で
は
一
五
四
三
件
で
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
追
加
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
一
六
六
四
件
を
数
え
る
。

役
を
経
て
、
同
一
四
年
六
月
に
初
代
新
潟
奉
行
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
新
潟
奉
行

就
任
に
つ
い
て
は
、
そ
の
以
前
に
新
潟
湊
で
行
わ
れ
て
い
た
抜
け
荷
の
摘
発
に
、
御

庭
番
と
し
て
の
功
績
が
あ
っ
た
点
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

初
代
新
潟
奉
行
の
後
に
は
、
堺
奉
行
、
大
坂
西
町
奉
行
を
勤
め
、
安
政
二
年
五
月

か
ら
長
崎
奉
行
に
就
任
し
た
。
長
崎
奉
行
時
代
は
、
日
英
協
約
の
批
准
書
交
換
、
日

蘭
和
親
条
約
の
調
印
な
ど
幕
末
の
対
外
関
係
史
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
そ
の
後
対
外
関
係
の
一
線
か
ら
離
れ
、
小
普
請
奉
行
、
西
丸
留
守
居
、
大
坂
東

町
奉
行
を
歴
任
し
、
再
度
西
丸
留
守
居
を
勤
め
た
元
治
元
年
官
職
か
ら
離
れ
て
い

る
。

川
村
に
と
っ
て
は
、
遠
国
奉
行
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
は
じ
め
る
直
前
に
こ
の
海

防
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
実
績
は
新
潟
奉
行
と
し
て
北
辺
の
海
防
を
考

え
る
上
で
参
考
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
川
村
家
文
書

１

調

査

命

令

川
村
が
行
っ
た
こ
の
調
査
の
期
間
は
、
前
述
の
小
松
氏
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
、
天
保
一
三
年
一
○
月
一
八
日
か
ら
一
二
月
一
○
日
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
小

松
氏
も
依
拠
さ
れ
た
川
村
の
日
記
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
記
に
は
、

小
松
氏
に
よ
れ
ば
、
「
川
村
家
文
書
」
は
完
全
無
欠
の
状
態
で
清
衛
氏
に
よ
っ
て

（

６

）

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
館
が

本
資
料
を
収
集
し
た
の
は
昭
和
四
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
散

逸
し
、
古
書
店
に
流
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
神
戸
市
立
博
物
館
に
も
「
川

村
家
文
言
」
か
ら
流
出
し
た
も
の
が
、
池
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
含
ま
れ
て
い

（
７
）る
。
海
防
関
係
と
長
崎
奉
行
時
代
の
資
料
を
多
く
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

ち
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
池
永
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
入
っ
た
の
か
は
現
在
の
と
こ

ろ
不
明
で
あ
る
。

十
月
四
日

一
房
総
相
豆
御
備
場
浦
々
見
分
罷
越
候
処
伺
書
大
炊
頭
殿
江
荒
井
甚
之
丞
を
以

上
ル
同
六
日
伺
之
通
被
仰
渡

（
中
略
）

同
十
八
日

○
房
総
相
豆
州
浦
々
御
備
場
見
分
御
用
二
付
今
日
出
立

四
資
料
の
概
要
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２

行

程

も
う
一
つ
、
本
資
料
と
日
記
を
読
み
合
わ
せ
て
も
不
明
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

川
村
が
い
か
な
る
行
程
を
と
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
資
料
の
表
題
、
お
よ

び
日
記
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
房
総
半
島
側
か
ら
下
田
を
経
由
し
て
三
浦
半
島
側
を

見
分
し
て
江
戸
へ
戻
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
確
証
は
な
い
。
な
お
、
寛
政
五

年
（
一
七
九
三
）
に
老
中
松
平
定
信
が
行
っ
た
見
分
の
ル
ー
ト
は
、
江
戸
を
出
発
し

て
東
海
道
を
下
り
、
横
浜
・
金
沢
を
経
て
下
田
に
行
き
、
房
総
半
島
へ
船
で
渡
っ
た

後
、
再
度
船
で
三
浦
半
島
へ
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
、
同
行
し
た
絵
師
谷
文
晁
が
描
い

（

９

）

た
「
公
余
探
勝
図
」
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
ま
た
、
嘉
永
四
年
に
阿
部
正
弘
の
命
に
よ

り
勘
定
奉
行
石
河
士
佐
守
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
海
防
見
分
も
、
阿
部
正
弘
へ
提
出
さ

（

皿

）

れ
た
報
告
図
で
あ
る
「
近
海
見
分
之
図
」
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
相
州
側
を
見
分
し
た

後
、
房
総
半
島
を
見
分
す
る
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
て
い
る
。

（

８

）

と
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
理
由
で
こ
の
見
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

は
つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
中
略
）

十
一
月
朔
日
下
田
表
至
来

（
中
略
）

同
（
天
保
一
三
年
一
二
月
）
十
日

一
江
戸
着

３

内

容

本
資
料
の
特
徴
的
な
点
は
、
レ
ザ
ノ
フ
来
航
後
の
文
化
四
・
五
年
に
行
わ
れ
た
鉄

砲
方
井
上
左
太
夫
に
よ
る
江
戸
湾
見
分
と
、
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
後
の
天
保
一
○
年
に

行
わ
れ
た
目
付
烏
居
耀
蔵
と
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
に
よ
る
江
戸
湾
見
分
を
考
慮
に

入
れ
て
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

資
料
中
に
も
、
井
上
、
鳥
居
、
江
川
と
い
っ
た
個
人
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
報
告
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
実
際
に
見
分
し
て
川
村
自
身
が
判
断
を
下
し
て
い

ブ
（
》
Ｏ

ま
た
、
そ
の
判
断
と
な
る
調
査
は
、
聞
き
取
り
で
済
ま
す
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

少
し
で
も
あ
や
ふ
や
な
点
、
特
に
数
値
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
実
測
す
る
な
ど
し

て
正
確
を
期
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
、
報
告
書
よ
り
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
海
防
研
究
史
上
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
天
保

一
三
年
の
海
防
見
分
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
本
資
料
は
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
史
料
中
に
お
い
て
し
ば
し
ば
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
井
上
左
太
夫
と
鳥
居

耀
蔵
・
江
川
太
郎
左
衛
門
の
海
防
見
分
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、
ペ
リ
ー
来
航
以
前

の
海
防
の
実
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
川
村
に
よ
る
、
こ

の
報
告
が
ど
の
よ
う
に
後
の
海
防
政
策
に
反
映
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
素

材
と
な
ろ
う
。

む
す
び
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〔
付
記
］

新
潟
市
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
「
川
村
家
文
言
」
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
新
潟
市
歴

史
博
物
館
準
備
室
・
長
谷
川
伸
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た

註（
１
）
原
剛
「
幕
末
海
防
史
の
研
究
ｌ
全
国
的
に
み
た
日
本
の
海
防
態
勢
Ｉ
」
（
名
著
出

版

、

一

九

八

八

年

）

。

（
２
）
三
浦
古
文
化
研
究
会
「
三
浦
古
文
化
」
第
四
六
号
、
一
九
八
九
年
二
月
。

（
３
）
『
通
航
一
覧
」
第
八
巻
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
七
年
復
刻
）
。

（
４
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
続
徳
川
実
記
」
第
二
編
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四

年

）

。

（
５
）
小
松
重
雄
「
幕
末
遠
国
奉
行
の
日
記
」
（
中
公
新
書
、
一
九
八
九
年
）
、
四
七
頁
。

（
６
）
同
前
、
二
○
三
頁
。

（
７
）
「
神
戸
市
立
博
物
館
美
術
・
歴
史
目
録
」
九
（
一
九
八
○
年
）
。

（
９
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
重
要
文
化
財
。

（
皿
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
、
阿
部
家
資
料
。

（
８
）
川
村
修
就
「
日
記
書
抜
こ
（
新
潟
市
郷
土
資
料
館
蔵
）

い
○

〔
凡
例
一

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
改
行
位
置
を
」
で
示
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
常
用
漢
字
の
な
い
漢
字
は
、
正
字
を
用
い
た
。

一
、
慣
用
助
詞
の
江
（
え
）
、
与
（
と
）
、
而
（
て
）
、
者
（
は
）
、
茂
（
も
）
と
井

（

な

ら

び

に

）

は

原

文

通

り

と

し

た

。

一
、
原
文
中
の
削
除
は
、
原
文
通
り
、
「
、
」
（
抹
線
）
で
消
す
か
、
□
で
そ
の
文
字

を

囲

っ

た

。

一
、
原
文
中
の
訂
正
は
、
（
）
内
に
記
し
た
。

一
、
原
文
中
の
加
筆
は
、
〔
｝
内
に
記
し
た
。
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、

蹄
蝿
甜
拘

~

！鯛
測
童
屑
謙
鷲
羅
満
挫
簡
観
を
穆
脅
發
偽
…
微
心
土
〉
》

如
鋼
必
枕
洗
濯
為
隼
録
山
＃
鐙
畿
刷
松
挑
俊
言
豊
侭
漁
梗

き
り
~
鍵
ｉ
煮
蜂
鳥
“
良
久
銅
易
き
奮
鐙
誉
ら
半
も
Ｉ
ｆ

Ｆ
，
鰯
雌
舞
垂
鳶
劇
ｉ
愈
穐
属
ｆ
億
も
網
儲
霧
憩
這
あ
職
奇
ゞ

心
す
懸
隣
劇
侭
綴
蜂
ゆ
く
過
観
肴
蜂
ｆ
沙
透
星
享
鬼
風
臘

督
脇
吸
埼
漁
ｉ
澱
栃
ｆ
命
識
泌
珍
も
域
く
宏
駁
鍾
忘
ｚ
導
管

ト
書
奮
斗
添
鎚
隼
が
徽
愈
穆
嫁
も
自
尭
磐
逢
絵
捌
さ
壹
零
、

像
も
今
Ｉ
寸
脅
息
雷

式
灸
欝
え
ふ
修
漁
秘
礒
緋
崩
戯
騨
？
海
胤
典
暫
瀦
予
瀞

拳
″
鱗
砕
ｙ
『
わ
Ｉ
…
悔
鐸
〃
、

I"
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此
度
見
分
仕
候
相
州
浦
々
御
備
場
之
模
様
勘
考
仕
候
趣

左

二

申

上

候

（
貼
紙
）

日
相
州
三
浦
郡
鴨
居
村
地
内
観
音
崎
御
台
場
之
儀
山
上
を
」
切
開
候
地
所
二
而
平
根
山

御
台
場
同
様
地
盤
高
過
候
間
浦
賀
」
奉
行
組
之
者
江
高
サ
直
立
相
尋
候
処
拾
七
間
半
有

之
旨
」
申
聞
候
是
又
（
全
御
）
実
用
之
御
備
二
は
低
場
江
場
所
替
二
相
成
候
方
与
」
奉

存
候
別
紙
絵
図
面
之
通
観
音
崎
下
海
岸
二
字
飛
之
洲
与
」
唱
候
出
崎
有
之
此
所
は
余
程

船
路
江
近
く
相
成
左
右
見
通
も
宜
」
小
高
キ
所
切
平
次
（
き
）
候
儀
故
高
低
も
自
在
二

出
来
格
別
手
重
之
」
儀
二
も
無
之
哉
二
奉
存
候

一
同
走
水
村
地
内
籏
山
下
御
所
崎
之
儀
御
台
場
二
可
然
旨
」
鳥
居
甲
斐
守
初
申
上
候

【
二
付
一
得
与
見
分
仕
候
処
申
上
之
通
宜
場
所
一
匡
御
座
候
同
所
山
之
裾
切
平
き
一
盃

二
地
取
仕
候
積
二
而
奥
行
拾
弐
間
」
程
横
長
三
拾
五
間
坪
数
四
百
弐
拾
坪
程
之
場
所

（
表
紙
）

「
（
朱
）

寅
十
二
月
日
土
井
大
炊
頭
殿
江
御
直
二
上
ル

（
題
余
）

相
模
國
浦
々
御
備
場
見
分
之
上
御
固
筋
之

取
調
申
上
候
書
付

絵

図

面

四

枚

添

川
村
清
兵
衛
」

は
出
来
仕
候
」
右
之
地
所
江
御
台
場
取
建
候
御
入
用
浦
賀
奉
行
組
之
者
試
一
こ
取
調
候

趣
ニ
付
間
合
候
処
惣
躰
築
立
石
垣
玉
除
土
手
其
外
」
建
物
は
見
張
番
所
火
薬
蔵
其
外

一
色
仕
立
候
積
二
而
合
金
」
五
百
九
拾
両
余
相
掛
尤
右
石
垣
は
此
辺
之
地
石
を
以
築

立
候
」
積
伊
豆
よ
り
出
候
堅
石
を
以
築
上
候
得
は
右
之
倍
程
之
」
御
入
用
二
相
成
可

申
旨
申
聞
候
大
筒
五
六
挺
も
居
候
程
二
而
は
築
」
立
地
狭
く
相
成
候
間
【
御
】
入
用

も
相
減
可
申
候

一
右
同
村
地
内
字
十
石
崎
は
平
地
二
而
茅
生
又
松
林
等
二
相
成
」
居
奥
行
弐
拾
問
横
長

弐
拾
五
間
五
百
坪
程
之
地
所
は
築
立
」
等
之
事
無
之
其
侭
用
立
候
上
富
津
御
台
場
迄
籏

山
御
所
」
崎
よ
り
壱
里
廿
三
町
十
石
崎
も
同
丁
数
二
有
之
殊
二
御
所
崎
は
」
通
路
入

口
之
方
ら
一
方
二
而
山
之
裾
浪
打
際
之
磯
根
を
伝
ひ
」
壱
人
立
往
来
二
有
之
且
後
之

山
屏
風
を
建
候
如
岩
石
之
」
切
岸
直
立
拾
壱
弐
間
も
有
之
裾
通
芦
生
之
場
所
切
平
キ

候
ハ
、
」
猶
岩
石
相
顕
れ
可
申
候
間
【
沖
よ
り
打
候
】
越
玉
を
数
丈
之
岩
石
二
請
候

様
二
は
」
有
之
間
敷
哉
与
奉
存
候
一
躰
地
盤
磯
根
上
之
片
下
り
二
候
得
共
」
是
は

【
御
】
入
用
さ
へ
多
く
相
掛
候
得
は
如
何
様
二
も
相
成
可
申
候
」
函
剛
四
通
路
【
狭
キ

は
】
は
岩
山
を
後
ロ
ー
い
た
し
候
二
ケ
条
は
御
所
崎
之
十
分
」
な
ら
さ
る
所
与
奉
存
候

十
石
崎
は
後
ロ
は
な
た
ら
か
成
芝
山
二
而
」
通
路
は
出
崎
之
巾
丈
一
条
二
平
地
二
御

座
候
間
如
何
様
二
も
出
来
仕
」
地
盤
は
少
々
敷
平
き
候
迄
二
而
其
侭
用
ひ
二
相
成
地

所
広
く
」
御
座
候
間
玉
除
土
手
等
も
十
分
二
出
来
仕
候
間
先
十
石
崎
を
」
御
備
場
二

取
建
其
上
御
所
崎
を
取
建
候
順
二
可
有
御
座
哉
与
」
奉
存
候
尤
鴨
居
村
走
水
村
地
内
は

惣
躰
二
此
海
門
第
一
之
」
要
地
二
御
座
候
間
上
総
之
方
与
違
ひ
絵
図
面
之
通
船
路
江
近

く
」
何
れ
之
場
所
も
御
備
二
相
成
前
文
之
外
鴨
居
村
烏
ヶ
崎
椎
木
」
崎
等
も
御
備
場

二
宜
地
所
二
御
座
候
間
外
場
【
所
】
大
体
之
所
は
差
」
置
右
弐
ヶ
村
之
出
崎
は
【
咽
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（
貼
紙
下
）

三
同
国
同
郡
】
西
浦
賀
地
内
平
根
山
御
台
場
之
儀
其
地
は
宜
候
得
共
」
地
所
高
過
候
而

御
台
場
二
は
不
便
之
場
所
二
御
座
候
間
浦
賀
奉
行
」
組
之
者
江
［
高
サ
直
立
】
何
程
有

之
候
哉
承
り
候
得
は
近
頃
相
斗
候
処
」
閨
同
国
旧
四
拾
九
問
半
有
之
旨
申
聞
候
一
躰
文

化
度
此
辺
之
」
御
備
相
立
候
節
先
代
井
上
左
太
夫
見
分
仕
同
人
御
台
場
一
こ
見
込
候

此
度
伊
豆
相
模
安
房
上
総
下
総
国
海
岸
御
備
場
見
分
仕
」
夫
々
地
理
二
応
し
御
固
之

模
様
勘
考
仕
愚
考
之
趣
左
二
」
申
上
候

其
外
運
送
船
等
御
備
」
有
之
候
様
仕
度
奉
存
候

【
同
国
同
郡
】
公
卿
村
地
内
猿
嶋
之
儀
同
村
浜
【
辺
】
ら
海
上
拾
八
町
有
之
渡
海
仕
」

海
岸
不
残
見
分
仕
候
処
絵
図
面
之
通
春
日
明
神
前
之
方
」
少
々
之
所
砂
浜
二
而
其
余

皆
岩
石
崖
高
二
而
甚
足
場
悪
敷
」
右
砂
場
之
外
は
船
も
着
兼
申
候
外
之
出
崎
【
与
】
唱

候
所
急
成
」
坂
道
を
下
り
岩
石
之
場
所
少
し
之
足
溜
有
之
候
処
を
石
垣
」
築
立
大
筒

居
附
候
目
論
見
之
旨
村
方
之
者
申
聞
候
弐
挺
も
」
居
候
二
も
余
程
山
を
も
切
平
き
不

申
候
而
は
地
所
出
来
仕
間
敷
」
同
所
ら
は
船
路
江
凡
四
拾
町
程
（
余
）
も
有
之
船
路
も

遠
く
渡
海
」
場
之
上
二
地
所
も
難
場
二
御
座
候
間
益
少
キ
様
二
奉
存
候
右
嶋
一
匡
相

勝
り
実
用
之
御
備
二
相
成
候
処
は
前
条
鴨
居
囲
走
水
【
画
村
」
之
内
二
は
幾
ヶ
所

も
可
有
之
候
二
付
猿
島
御
備
は
先
所
々
相
尽
し
」
候
上
之
儀
と
奉
存
候

鴨
居
走
水
之
出
崎
は
上
総
之
方
与
違
ひ
船
路
江
近
く
大
銃
」
玉
行
も
相
届
可
申
候
得
共

如
何
二
も
咽
喉
枢
要
之
場
所
二
御
座
候
」
間
５
壱
貫
目
玉
以
上
之
筒
打
方
相
成
候
船

喉
枢
要
之
場
所
二
御
座
候
間
】
悉
御
備
立
候
程
二
御
手
厚
二
相
成
可
然
」
哉
と
奉
存

候
猶
其
上
二
も
○

は
低
場
之
内
二
御
座
候
処
如
何
之
訳
合
二
御
座
候
哉
松
平
」
肥
後
守
方
二
而
右
平
根

山
上
二
相
極
候
由
之
処
場
所
高
過
候
儀
は
」
鳥
居
甲
斐
守
江
川
太
郎
左
衛
門
等
も
申

上
毎
々
議
論
も
御
座
候
儀
二
而
」
今
更
巨
細
二
申
上
候
迄
も
無
之
何
れ
に
も
（
御
場

所
替
二
相
成
）
低
場
二
相
替
一
不
申
候
而
は
」
実
用
之
御
備
二
は
相
成
申
間
敷
哉
二
奉

存
候
同
所
最
寄
二
而
」
御
台
場
取
立
可
然
場
所
左
之
通
二
御
座
候

西
浦
賀
村
地
内

灯

明

堂

之

辺

但
此
場
所
二
は
灯
明
堂
井
御
仕
置
場
有
之
候
間
台
場
」
取
立
二
相
成
候
ハ
守

灯
明
堂
は
同
所
之
内
二
而
少
々
之
場
所
替
二
而
」
差
支
無
之
様
二
奉
存
候

【
御
】
台
場
之
縄
張
御
仕
置
場
地
所
江
」
相
掛
り
可
申
候
問
仕
置
場
は
場
所
替

【
二
相
成
候
而
も
】
可
然
哉
と
奉
存
候
」
同
所
は
諸
廻
船
乗
筋
井
湊
口
之
方
双

方

之

見

通

二

宜

場

所

二

御

座

候

同

平

根

出

崎

畑

地

此
所
は
地
所
場
広
二
御
座
候
間
番
所
向
其
外
十
分
二
」
地
所
出
来
仕
候

【

同

】

字

大

塚

小

塚

之

辺

此
所
は
図
之
通
地
所
狭
く
大
塚
よ
り
小
塚
江
之
通
路
」
其
外
築
足
場
有
之
候
得

共
差
而
手
重
二
も
有
」
御
座
間
敷
哉
二
奉
存
候

【
野
比
村
地
内
】
字

千

駄

崎

此
所
は
地
所
高
過
候
得
共
此
辺
岩
石
之
質
和
ら
か
一
こ
御
座
候
間
切
下
ヶ
候
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一
浦
賀
湊
杠
不
乗
入
船
夜
中
江
戸
海
江
乗
通
候
儀
も
可
有
之
哉
と
」
所
々
二
而
為
承
候
処

若
夜
中
躯
通
り
候
而
も
光
り
之
節
相
顕
候
」
間
右
様
之
儀
は
無
之
殊
二
浦
賀
表
船
宿

共
渡
世
ニ
拘
り
候
」
儀
故
昼
夜
見
張
居
候
二
付
自
取
締
附
候
義
二
御
座
候
由
稀
二
汐

取
」
風
波
之
模
様
二
寄
無
拠
服
込
走
水
之
瀬
江
相
掛
り
浦
賀
御
番
所
江
」
届
出
候
義
等

も
有
之
或
遠
国
之
船
二
而
不
案
内
之
船
頭
共
改
を
」
不
請
躯
通
り
候
得
は
直
二
追
船

を
出
し
為
乗
戻
候
義
二
御
座
候
由

但
順
風
二
而
本
文
之
通
浦
賀
江
不
乗
入
躯
込
候
得
は
早
船
二
而
」
追
掛
候
（
而
も
）

囮
品
川
沖
江
掛
り
候
頃
二
無
之
候
而
は
追
附
不
」
申
【
義
二
御
座
】
候
由

一
浦
賀
奉
行
壱
人
二
相
成
引
越
勤
与
被
仰
付
候
ハ
遥
可
然
旨
鳥
居
」
甲
斐
守
申
上
候

（
二
付
）
四
彼
地
組
（
内
）
因
囿
井
土
地
之
事
情
等
を
得
与
探
索
」
勘
考
仕
候
得
は
至

極
尤
之
儀
与
奉
存
候
畢
寛
御
人
選
ニ
帰
し
候
」
儀
二
は
候
得
共
早
く
上
下
一
致
仕
候
二

は
壱
人
二
而
居
附
之
方
」
可
然
哉
二
奉
存
候

御
備
相
立
候
様
仕
度
奉
存
候
尤
右
最
寄
江
壱
貫
目
玉
」
以
上

押
送
船
等
可
成
丈
数
多
二
用
意
」
い
た
し
置
候
方
と
奉
存
候

ハ
蔽
格
別
手
重
二
も
無
之
御
台
場
」
出
来
可
仕
候
一
躰
平
根
山
辺
よ
り
は
千

海

蚊

駄
崎
其
外
之
」
山
二
而
野
比
濱
ア
シ
カ
嶋
之
方
見
通
二
相
成
不
申
」
既
去
ル

●

●

●

丙
年
渡
来
之
異
国
船
平
根
山
之
沖
通
乗
」
込
候
処
同
所
御
台
場
よ
り
大
砲
打

海

岨

掛
候
二
付
直
二
乗
戻
」
千
駄
崎
之
蔭
ア
シ
カ
嶋
辺
江
相
繋
候
二
付
野
比
濱
江
」

●

●

●

弐
百
目
【
玉
】
三
百
目
【
玉
】
之
御
筒
相
廻
し
打
掛
候
由
此
地
総
」
房
出
崎

江
対
し
候
而
は
前
書
三
ヶ
所
よ
り
少
々
遠
く
」
相
成
候
得
共
野
比
濱
之
方
迄
見

通
し
候
処
は
此
地
之
一
利
二
」
御
座
候

右
四
ヶ
所
は
（
西
浦
賀
村
二
而
）
開
園
燗
鬮
回
之
要
地
与
奉
存
候
間
力
を
尽
し
実
」
用
之

御
備
相
立
候
様
仕
度
奉
存
候
尤
右
最
寄
江
壱
貫
目
玉
」
以
上
之
筒
打
方
相
成
候
船
其
外

一
胴
胴
幽
凰
圃
（
同
国
同
）
郡
三
崎
町
之
儀
は
家
数
多
之
場
所
殊
二
諸
廻
船
」
潤
掛
も
仕
候

間
近
郷
二
而
は
浦
賀
湊
二
差
続
繁
華
之
地
二
」
御
座
候
得
共
絵
図
面
之
通
湊
内
挟
く

海
底
浅
く
船
数
」
多
二
は
掛
り
兼
候
場
所
二
御
座
候
先
年
松
平
肥
後
守
持
之
伽
は
」

同
所
隣
村
向
ヶ
崎
【
地
】
内
字
城
山
二
陣
屋
有
之
城
ヶ
島
台
場
」
遠
見
番
所
其
外
相

固
候
儀
二
御
座
候
由
然
ル
処
城
ヶ
島
安
房
」
崎
之
儀
遠
見
二
は
至
極
之
場
二
御
座
候

得
共
台
場
二
は
地
所
」
高
過
其
上
房
州
洲
ノ
崎
二
圃
対
【
し
候
一
海
上
同
幽
燗
肘
凰

Ｈ
剛
同
］
」
測
量
地
図
二
而
相
量
候
得
は
四
里
弐
拾
九
町
程
有
之
候
処
船
路
も
一
定
不

仕
」
何
方
を
も
乗
通
候
場
所
二
付
若
異
船
胴
込
候
而
も
乗
込
（
留
）
候
儀
」
行
届
申

間
敷
大
銃
打
掛
候
場
二
至
候
而
も
玉
行
相
届
不
申
」
威
厳
を
示
し
候
（
心
得
二
而
）

函
雨
間
山
却
而
◎
慢
を
請
候
方
二
可
有
御
座
哉
」
手
厚
二
固
候
二
害
は
無
之
儀
二
は

御
座
候
得
共
一
左
候
而
は
一
永
久
之
」
義
無
益
ニ
カ
を
労
し
【
手
】
厚
二
可
有
之
同
矧
凶
凶

所
【
手
】
薄
二
被
成
行
候
様
二
も
可
有
」
御
座
哉
二
付
同
所
之
儀
は
大
銃
を
備
候
二
も

：差篭雨雰互皀國浦日 文賀
哉有些囲詰渡二政冨
と之之二替 り 而二表
奉候儀相二年同卯一
存ハ湊成相々 六年非

候湊合豊農X職：
奥二非ハ百些玄囲

芳有常 、 石御米米

常濡灘重龍
出之手出蔵相石様
来場当来詰成宛右
囑所を仕二候御同

篭爾＃蕊鰐i
高座備哉由同之是
篭簡農暴高曹膨暴
出 、‐〆 而存御力年之
来 可候囲同々ｰ

："､"‘｡。
仕

”“：簾＃濡
候
L一一

二後存を よ米成候
も 御候も り 御御へ

可建且相相扶石市
有増御応渡持益 、_〆
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数
少
手
軽
之
方
二
而
」
三
崎
湊
之
固
迄
之
儀
二
而
可
然
哉
と
奉
存
候

一
三
崎
町
二
有
之
候
御
船
之
儀
日
吉
丸
艫
数
弐
十
八
挺
小
早
御
船
」
千
里
丸
拾
六
挺
立

同
小
緑
丸
八
挺
立
鯨
御
船
八
挺
立
都
合
四
艘
」
旧
来
同
所
二
有
之
追
々
御
修
復
二
相

成
日
吉
丸
は
日
光
」
御
参
詣
之
節
浦
賀
湊
御
固
二
相
成
候
而
已
二
而
其
余
御
用
立
候
」

儀
も
無
之
浦
賀
表
御
備
場
二
お
い
て
は
御
船
数
可
成
丈
多
く
」
有
之
候
【
様
一
仕
度

儀
二
御
座
候
然
ル
処
三
崎
之
儀
は
浦
賀
奉
行
」
組
与
力
壱
人
同
心
両
三
人
交
代
相
詰

船
改
井
難
破
船
有
之
候
」
節
之
取
扱
仕
候
迄
之
儀
二
付
向
後
通
も
追
船
等
入
用
之
節

は
」
湊
在
合
之
座
船
之
方
急
建
之
間
二
合
弁
利
も
宜
儀
与
奉
存
候
」
得
共
旧
来
有
来
候

儀
二
付
八
挺
艫
之
方
壱
艘
も
之
迄
之
通
一
匡
被
御
居
置
其
余
三
艘
は
浦
賀
湊
江
御
引
移

之
方
可
然
哉
与
」
奉
存
候
浦
賀
よ
り
三
崎
迄
は
海
上
五
里
有
之
候
間
独
も
急
場
」
之
御

用
二
相
成
兼
候
二
付
秀
以
浦
賀
湊
二
被
差
置
候
方
御
用
弁
宜
」
儀
と
奉
存
候

但
本
文
御
船
此
度
御
修
復
有
之
候
由
二
付
大
筒
打
方
相
成
候
」
様
船
体
其
外
丈

夫
二
御
修
復
を
加
へ
且
小
早
鯨
御
船
共
艫
」
低
く
川
船
二
似
寄
候
方
二
而
浪
立

候
而
は
乗
切
仕
兼
候
趣
一
こ
御
座
候
右
は
御
仕
込
番
而
已
之
御
船
之
儀
二
付

追
々
御
修
」
復
之
節
少
々
シ
、
板
巾
相
狭
り
准
（
終
）
二
実
用
不
便
之
形
一
匡

相
成
候
儀
二
は
団
有
御
座
間
敷
哉
与
奉
存
候
何
れ
高
浪
」
を
も
乗
切
候
様
二
無
之

候
而
は
御
用
立
不
申
候
間
此
度
押
」
送
形
船
二
御
模
様
替
御
修
復
二
相
成
候
方
与

奉

存

候

一
遠
見
之
通
達
遅
滞
仕
候
而
は
向
々
惣
躰
之
手
筈
届
兼
候
間
」
御
備
場
專
要
之
儀
は
勿

論
二
御
座
候
処
三
崎
城
ヶ
鴫
遠
見
」
之
儀
は
別
而
此
近
海
御
備
場
中
二
而
肝
要
之
場

所
二
御
座
候
」
間
此
儀
は
向
後
御
手
厚
二
相
成
可
然
義
与
奉
存
候
一
体
房
州
」
洲
ノ
崎

遠
見
番
所
よ
り
上
総
竹
ヶ
岡
御
備
場
江
通
達
仕
候
二
は
」
船
路
拾
四
里
陸
地
拾
壱
里
余

伊

切

利

須

有
之
候
上
山
道
嶮
岨
之
場
所
」
有
之
既
文
政
五
午
年
六
月
渡
来
之
イ
キ
リ
ス
船
浦
賀

●

●

●

●

湊
迄
」
乗
込
候
節
は
朝
五
ッ
時
前
洲
ノ
崎
よ
り
四
五
里
沖
二
相
見
候
二
付
」
早
速
海

陸
之
注
進
差
出
其
日
五
ッ
時
頃
に
順
風
二
は
候
」
得
共
風
強
く
候
処
船
は
七
廷
艫
二

水
主
は
手
代
り
と
も
拾
六
人
」
乗
二
而
押
切
候
得
共
竹
ヶ
岡
江
夕
七
時
過
着
船
仕
陸
之

注
進
は
」
船
よ
り
少
々
先
江
着
仕
候
由
城
ヶ
島
よ
り
浦
賀
江
之
注
進
は
」
海
陸
共
五
里

之
所
四
時
過
頃
着
仕
異
船
は
平
根
山
之
沖
江
」
九
時
頃
着
仕
候
由
右
之
次
第
二
御
座

候
間
洲
ノ
崎
之
遠
見
」
注
進
は
近
村
之
所
は
格
別
竹
ヶ
岡
富
津
等
江
之
通
達
は
用
立
」

不
申
却
而
相
州
之
方
御
備
場
之
相
図
を
請
候
方
便
利
宜
」
御
座
候
由
尤
打
場
之
相
図

等
二
而
洲
ノ
崎
と
大
房
崎
明
金
崎
」
竹
ヶ
岡
与
次
候
ハ
、
早
達
も
可
仕
哉
二
候
得
共
明

金
崎
等
は
遠
見
」
番
所
取
立
場
も
無
之
様
二
被
存
候
場
所
二
有
之
其
上
ヶ
所
多
一
こ

鯛
胡
ゴ
釧
釦
○
竹
ヶ
岡
富
津
二
而
は
浦
賀
之
」
相
図
を
請
候
方
弁
利
之
儀
と
奉
存
候

城
ヶ
崎
よ
り
劔
崎
」
千
駄
崎
平
根
山
観
音
崎
与
追
々
打
場
相
図
を
次
候
ハ
皇
右
之
ヶ

所
竹
ヶ
岡
よ
り
見
渡
し
之
場
二
御
座
候
間
必
相
達
」
可
申
哉
と
奉
存
候
右
相
図
之
儀
（

マ

マ

）

是
迄
も
品
々
議
論
も
御
座
候
」
処
煙
は
風
烈
之
節
霧
深
之
節
等
相
見
不
申
号
砲
も
存

之
」
外
風
筋
二
寄
相
聞
へ
不
申
殊
当
時
之
御
趣
意
二
而
は
異
船
二
而
」
玉
込
を
打
掛

候
様
相
心
得
候
二
而
も
不
極
候
間
荻
野
流
二
而
遠
」
響
と
唱
候
打
揚
は
常
体
の
物
よ

り
類
を
も
厚
く
張
刻
薬
」
斗
込
里
（
候
）
而
打
揚
【
候
二
付
】
高
場
二
而
玉
之
割
れ

候
音
与
打
揚
候
音
与
一
こ
御
座
候
間
遠
く
相
違
し
可
申
哉
（
与
奉
存
候
）
日
脚
四
幽
哩
浦

賀
奉
行
組
之
」
者
も
右
遠
響
は
相
様
し
候
心
組
二
御
座
候
旨
申
聞
候
右
之
通
一
こ
御

座
候
間
城
ヶ
崎
（
鴫
）
遠
見
は
肝
要
之
場
所
二
付
劔
崎
千
駄
崎
」
等
江
も
【
相
図
之
】

次
場
圃
取
立
【
其
上
二
も
海
陸
二
注
進
を
出
し
候
程
一
二
手
厚
二
相
成
候
而
可
然
哉

無
益
之
人
夫
入
用
を
費
し
候
間
圃
開
闘
關
窟
瞳
国
は
殊
更
不
益
之
」

廉
を
相
減
候
方
可
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二

奉

存

候

一
同
州
同
国
小
網
代
村
之
儀
は
絵
図
面
之
通
相
応
之
湊
二
而
」
三
崎
湊
杯
よ
り
船
数
多

二
澗
掛
相
成
候
得
共
船
路
よ
り
乗
入
」
方
不
弁
之
場
所
二
御
座
候
由
尤
風
様
二
寄
凌

之
為
百
艘
以
上
」
之
廻
船
澗
掛
仕
候
義
も
御
座
候
由
然
ル
処
右
場
所
は
三
崎
」
町
江
道

法
弐
拾
弐
町
二
御
座
候
問
同
所
江
陣
屋
出
来
候
ハ
胸
」
別
段
小
網
代
村
江
固
人
数
等

差
置
候
二
は
及
ひ
申
間
敷
哉
一
こ
奉
存
候

一
同
州
同
郡
長
井
村
地
内
字
荒
崎
与
唱
候
場
所
松
平
肥
後
守
」
持
之
節
台
場
有
之
候
旨
村

方
之
者
申
聞
候
間
場
所
見
分
」
仕
候
処
台
場
に
は
如
何
二
も
地
盤
高
過
其
上
左
右
之

見
通
も
」
不
宜
海
中
磯
根
多
之
場
所
二
も
有
之
彼
是
以
此
度
は
同
所
江
」
台
場
取
立
候

二
は
及
ひ
申
間
敷
哉
二
奉
存
候

一
三
浦
郡
海
岸
は
砂
浜
も
少
々
は
有
之
候
得
共
多
分
磯
根
」
多
之
場
所
二
有
之
中
二
は

海
中
磯
根
多
二
而
漁
船
二
而
も
」
案
内
不
存
者
は
乗
入
兼
候
程
之
場
所
も
有
之
鎌
倉

郡
」
海
岸
は
由
比
ヶ
濱
七
里
ヶ
濱
日
Ｈ
皿
（
共
）
皆
砂
濱
［
個
周
由
（
二
而
）
船
掛
場
も
」

無
之
乍
去
異
船
沖
掛
い
た
し
艀
二
而
乗
寄
候
義
故
何
れ
之
」
浦
二
而
も
着
岸
仕
間
敷

と
も
難
申
三
崎
よ
り
鎌
倉
郡
片
」
瀬
村
迄
海
岸
九
里
余
之
場
所
二
御
座
候
間
手
重
之

儀
二
は
」
及
ひ
申
間
敷
候
得
共
鎌
倉
郡
之
内
二
も
人
数
出
張
之
場
所
有
之
候
而
」
可

然
哉
二
奉
存
候

一
相
州
海
岸
夫
々
持
場
被
仰
渡
鎌
倉
郡
片
瀬
村
【
辺
】
迄
松
平
」
大
和
守
持
場
相
成

【
可
申
哉
二
御
座
候
処
同
村
隣
村
鵠
沼
村
方
高
座
郡
」
大
住
郡
陶
綾
郡
山
西
村
迄
御

料
小
給
所
入
会
之
海
岸
四
（
六
）
里
」
三
拾
町
程
（
余
）
之
処
異
国
船
渡
来
之
節
何

方
よ
り
も
人
数
差
出
候
」
儀
無
御
座
候
処
右
之
場
所
は
多
分
砂
濱
又
は
磯
根
多
二
而
」

船
掛
場
は
無
御
座
候
得
共
箱
根
御
関
所
内
二
而
東
海
道
筋
江
」
接
候
海
岸
之
儀
二
御
座

（
表
紙
）

「
（
朱
書
）

寅
十
二
月
日
土
井
大
炊
頭
江
御
直
二
上
ル

嶋
村
迄
五
（
九
）
拾
ｅ
町
程
（
余
）
」
之
処
大
和
守
持
須
加
村
よ
り
川
自
村
迄
百
國

拾
＠
町
程
（
余
）
之
」
処
加
賀
守
登
右
両
欄
劃
劇
又
は
一
手
二
被
仰
付
候
而
も
格

別
」
里
数
多
二
も
無
御
座
候
間
行
届
可
申
哉
と
奉
存
候

一
大
久
保
加
賀
守
領
分
相
州
足
柄
下
郡
真
名
鶴
湊
之
儀
」
家
数
弐
百
九
拾
軒
人
別

千
四
百
人
程
四
百
石
積
已
下
之
地
船
」
七
艘
押
送
船
四
艘
漁
船
四
拾
艘
有
之
絵
図
面

之
通
出
崎
一
こ
寄
辰
巳
向
之
湊
二
而
廻
船
弐
拾
艘
位
は
相
掛
候
由
図
諸
廻
船
」
之
内

五
百
石
積
已
下
之
船
団
且
下
之
時
一
下
田
湊
よ
り
三
崎
江
」
往
返
之
節
真
名
鶴
之
鼻
を
見

当
二
仕
候
乗
筋
二
御
座
候
」
旨
船
方
之
者
申
聞
候
且
同
所
二
備
向
之
手
当
は
無
之
候
」

得
共
近
村
吉
濱
村
二
大
筒
弐
挺
相
回
り
居
根
府
川
御
関
所
江
」
五
拾
町
程
小
田
原
城
下

江
三
里
余
之
場
所
二
御
座
候
間
異
船
」
渡
来
之
節
急
速
之
注
進
も
可
申
哉
二
奉
存
候

ｅ
【
相
州
】
右
浦
之
御
備
場
見
分
仕
個
四
場
所
之
模
様
【
勘
考
仕
候
処
】
耆
向
之
通
二
御

座
候
依
之
」
絵
図
面
目
（
六
）
枚
相
添
此
段
申
上
候
以
上

寅

十

二

月

語
沼
村
よ
り
大
磯
宿
小
磯
村
淀

候
間
松
平
大
和
守
大
久
保
加
賀
守
之
内
江
」
右
濱
方
江
異
国
船
渡
来
之
節
は
人
数
差
出

候
様
被
仰
渡
」
可
然
哉
与
奉
存
候
右
之
場
所
中
端
を
堺
二
両
人
江
被
仰
付
候
」
得
は

垣
七
拾
弐
町
程
之
処
加
賀
宗
捕
或
匡

馬
入
川
を
堺
二
而
屑
肚
候
得
は
一
鵠
沼
村
よ
り
柳

之
処
大
和
守
持
」
国
府
本
郷
村
よ
り
川
自

－25－



川

村

清

兵

衛

」

安
房
上
総
下
総
国
浦
々
御
備
場
見
分
仕

御
固
筋
之
面
圃
閲
圏
儀
取
調
候
趣
左
二
申
上
候

一
上
総
国
【
望
陀
郡
木
更
津
口
】
市
原
郡
姉
ヶ
崎
迄
（
辺
）
海
岸
通
見
分
仕
候
処
望
陀

郡
」
市
原
郡
よ
り
下
総
之
方
一
体
二
殊
之
外
遠
浅
二
而
大
船
は
」
通
路
無
之
木
更
津

杯
は
上
総
国
二
而
第
一
繁
華
之
」
一
都
会
二
而
（
有
之
）
江
戸
表
江
も
日
々
通
船
有
之

候
得
共
弐
三
百
石
積
」
以
下
之
船
二
有
之
且
久
津
間
村
地
内
字
畔
洲
は
本
牧
一
一
対
し

候
」
出
洲
之
旨
及
承
候
間
罷
越
見
分
仕
候
処
遠
浅
之
海
二
而
」
｜
少
々
之
出
洲
二
有
之
一

【
洲
之
出
方
も
少
く
】
大
船
乗
筋
江
は
甚
遠
く
御
備
可
相
立
」
場
所
二
無
御
座
候
此
辺

海
岸
二
領
分
有
之
諸
家
之
分
夫
々
」
防
御
之
心
掛
有
之
は
勿
論
之
儀
二
御
座
候
得
共

前
文
之
通
二
而
」
居
附
二
而
之
働
は
無
之
場
所
二
御
座
候
間
万
一
異
船
富
津
よ
り
」

内
江
乗
込
候
ハ
、
夫
々
船
を
出
し
江
戸
海
之
御
固
仕
候
様
兼
而
」
被
仰
渡
候
ハ
、
同
閥
】

【
所
々
持
合
ニ
相
成
御
実
用
之
御
備
相
立
可
申
】
哉
二
奉
存
候

一
上
総
国
丹
准
郡
富
津
村
御
台
場
之
儀
本
洲
之
鼻
よ
り
」
五
町
引
下
ヶ
取
立
有
之
候
処

猶
洲
先
之
方
江
寄
候
ハ
麗
相
州
走
水
」
鴨
居
之
地
江
近
寄
可
申
儀
二
付
海
陸
共
得
与
見

分
仕
候
処
洲
」
元
よ
り
洲
先
迄
四
拾
町
余
洋
中
江
横
切
候
出
洲
之
儀
二
付
字
」
丸
子
洲

与
唱
候
辺
よ
り
先
は
外
々
二
而
及
見
候
出
洲
寄
洲
与
は
」
格
別
二
様
子
も
違
ひ
候
二
付

同
所
御
台
場
詰
之
者
共
村
方
」
古
老
之
者
或
は
同
所
二
而
年
来
漁
業
仕
候
者
之
説
迄

安
房
上
総
下
総
国
浦
々
御
備
場
見
分
之
上
御
固
筋
之
儀

取
調
申
上
候
書
付

絵

図

面

四

枚

添

彼
是
」
探
索
仕
候
処
絵
図
江
浅
深
相
記
候
通
外
は
深
く
内
は
浅
キ
」
方
二
而
汐
行
荒
く

外
よ
り
は
浪
二
而
扇
立
内
よ
り
は
汐
行
二
引
」
附
候
釣
合
二
而
荒
砂
を
湛
へ
候
様
子

二
相
見
へ
字
大
塚
よ
り
先
は
」
一
嵐
有
之
候
得
は
所
々
変
地
仕
候
由
右
寄
洲
之
地
底

二
は
岩
」
根
二
而
も
可
有
之
哉
と
穿
鑿
仕
候
処
一
体
之
地
勢
海
陸
岩
石
」
無
之
砂
深

二
而
如
何
程
堀
候
而
も
砂
而
已
二
御
座
候
旨
村
方
之
者
共
」
申
聞
候
試
二
井
を
堀
候

者
杯
為
相
糺
候
処
御
台
場
地
内
之
」
井
は
底
迄
砂
二
有
之
村
内
二
而
近
来
深
キ
井
を

堀
候
処
五
丈
余
も
」
堀
下
ヶ
候
而
岩
之
如
く
堅
キ
土
有
之
候
旨
申
聞
候
洲
先
字
黒
塚

と
」
唱
候
は
海
底
十
尋
も
下
二
而
是
は
磯
根
之
様
子
二
御
座
候
由
」
洲
先
之
方
は
別

而
荒
砂
二
而
地
盤
締
り
不
申
其
上
浪
当
汐
」
行
荒
く
洲
中
も
狭
く
御
座
候
間
何
分
二

も
人
力
を
加
へ
可
申
」
様
子
二
無
御
座
候

一
同
所
御
台
場
は
御
多
門
遠
見
番
所
御
備
場
之
者
詰
所
等
」
有
之
此
場
所
は
文
政
度
房

州
波
左
間
村
よ
り
引
移
候
節
も
」
得
与
勘
弁
を
用
ひ
候
義
と
相
見
へ
井
杯
も
出
来
候

【
場
所
一
一
付
】
固
右
之
楼
は
」
当
時
之
場
所
（
姿
）
二
而
可
然
与
奉
存
候
大
筒
居
場
は

同
所
よ
り
南
」
八
十
五
間
浪
打
際
之
方
二
有
之
竹
柵
二
而
砂
留
い
た
し
候
上
壱
貫
目

玉
」
弐
貫
目
玉
之
御
筒
仕
掛
台
之
侭
留
除
い
た
し
有
之
候
二
付
右
は
」
何
方
江
移
し
候

而
も
手
重
之
儀
も
無
御
座
候
間
可
成
丈
洲
先
之
方
江
」
相
進
メ
居
附
候
場
所
勘
考
仕
候

処
御
台
場
よ
り
五
町
は
満
潮
二
も
」
顕
れ
居
候
間
出
崎
一
盃
之
処
江
居
附
候
得
は
五
町

は
相
進
ミ
」
申
候
然
ル
処
此
洲
先
夏
崎
之
方
江
相
差
居
候
間
（
二
付
）
鴨
居
走
水
」
猿

島
辺
皆
筋
違
二
相
成
候
付
五
町
進
ミ
候
而
走
水
之
地
と
三
町
」
岡
凶
近
寄
申
候
少
分

之
丁
数
に
は
候
得
共
手
重
二
も
無
之
儀
故
」
大
筒
居
場
は
洲
先
一
杯
之
所
江
移
し
候
方

与
奉
存
候
拾
町
相
進
ミ
候
」
得
は
走
水
海
岸
江
直
径
五
拾
三
町
と
相
成
六
町
程
近
く
被

成
候
処
」
拾
町
出
候
丸
子
洲
之
内
二
而
満
潮
二
は
深
サ
五
尺
余
之
水
冠
一
こ
相
成
見
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分
仕
候
節
は
水
面
二
而
洲
中
等
も
相
分
兼
候
間
及
深
夜
」
干
方
之
節
支
配
向
罷
越
間

地
仕
候
処
洲
中
五
十
間
有
之
同
所
ら
」
先
大
塚
二
而
は
猶
六
七
町
も
【
洲
先
江
一
相
進

ミ
可
申
候
得
共
丸
子
洲
と
大
塚
之
」
間
干
方
二
而
も
五
六
拾
間
之
澪
有
之
繩
旛
琉
蝿
罹
は

同
所
は
見
積
」
凡
干
方
二
而
洲
中
弐
拾
間
程
二
御
座
候
由
右
故
丸
子
洲
は
澪
も
」
無

之
洲
中
も
広
く
水
丈
も
五
尺
程
之
儀
二
付
追
々
手
入
い
た
し
」
相
様
し
候
ハ
魁
大
筒

居
場
築
立
候
程
之
儀
は
出
来
可
仕
哉
与
」
奉
存
候
尤
格
別
浪
当
強
く
汐
行
荒
キ
場
所
二

御
座
候
間
」
風
波
之
節
保
方
等
何
分
見
当
附
兼
候
儀
二
御
座
候
風
波
之
」
節
は
洲
之

上
多
分
高
波
打
上
去
ル
丙
年
異
国
船
渡
来
之
節
」
杯
御
台
場
よ
り
大
筒
居
付
有
之
場

所
聖
御
白
場
よ
り
一
相
越
候
」
途
中
波
打
揚
巽
（
候
）
而
深
サ
腰
丈
も
有
之
候
由
二
付
拾

町
も
大
筒
居
」
場
相
進
候
得
は
夫
丈
之
間
通
路
築
立
不
申
候
而
は
用
便
」
仕
兼
【
可

里
候
拾
町
進
ミ
候
得
は
走
水
之
海
岸
江
直
径
五
拾
三
町
圏
二
相
成
」
六
町
程
近
寄
候

当
り
二
御
座
候
ヶ
様
之
場
所
古
船
江
石
を
入
沈
置
」
洲
之
骨
二
い
た
し
追
々
肉
を
附

ケ
水
丈
浅
く
相
成
候
上
干
方
を
考
」
枠
土
台
同
回
凶
大
石
二
而
石
垣
築
立
候
ハ
魁
相
保

可
申
哉
与
見
込
囹
（
候
）
圃
哩
者
も
御
座
候
由
乍
去
風
波
之
節
之
体
様
及
見
居
候
者

は
」
右
様
之
手
段
二
而
も
保
兼
可
申
旨
申
居
候

一
富
津
之
御
備
右
之
趣
二
而
拾
町
進
候
而
も
未
船
路
江
は
三
十
町
」
余
も
有
之
候
間
異

船
躯
通
り
候
節
遂
二
可
打
留
場
合
二
無
之
」
此
辺
御
備
枢
要
之
地
二
御
座
候
間
大
船

不
可
然
候
得
共
」
壱
貫
目
玉
已
上
之
御
筒
二
而
船
打
仕
候
手
当
は
必
有
之
候
様
」
仕

度

奉

存

候

一
富
津
御
台
場
下
外
之
方
よ
り
川
奈
村
篠
部
村
等
之
地
」
先
は
絵
図
面
之
通
見
通
し
直

成
之
濱
二
御
座
候
間
大
筒
丁
場
二
宜
」
既
富
津
御
備
場
詰
之
者
共
此
所
二
而
丁
打
仕

候
【
末
之
方
二
付
民
家
少
々
場
所
替
い
た
し
候
ハ
園
】
三
四
拾
町
之
」
場
は
其
侭
打

方
相
成
可
申
候
一
体
此
近
海
向
後
海
陸
と
も
」
御
備
向
御
手
厚
二
相
成
候
而
も
大
筒

中
り
打
之
業
煉
熟
不
」
仕
候
而
は
何
分
実
用
之
御
備
二
相
成
兼
候
儀
と
奉
存
候
間
」

已
後
は
相
州
海
岸
御
備
場
之
向
々
も
右
之
場
所
二
而
大
筒
」
遠
丁
中
り
打
修
行
仕

年
々
御
徒
目
付
井
御
鉄
砲
方
与
力
を
」
見
分
二
被
差
遣
候
ハ
、
一
統
之
励
ニ
相
成
両

三
年
之
内
二
は
追
々
」
習
熟
仕
候
様
罷
成
可
申
候

（

朱

書

）

大
筒
丁
打
見
分
等
是
迄
御
徒
目
付
御
小
人
目
付
而
已
御
遣
候
処
猶
」
一
段
之
励

を
附
候
二
は
其
業
相
心
得
候
者
立
会
候
得
は
彼
是
」
持
合
宜
意
味
も
有
之
哉
二

相
聞
（
奉
存
）
候
間
本
文
之
通
御
鉄
砲
方
与
力
」
を
も
被
遣
候
様
申
上
候
儀
二

御

座

候

浦
賀
奉
行
組
之
者
は
是
迄
近
村
野
比
濱
二
而
（
お
い
て
）
二
三
百
目
」
玉
之
御
筒
二

而
稽
古
打
仕
候
由
之
処
同
所
は
輪
回
り
候
濱
」
故
水
面
を
打
越
山
之
裾
杯
江
打
附
候
而

一
杯
之
所
八
町
限
」
之
場
二
有
之
丁
着
見
分
ヶ
も
紛
敷
不
自
由
之
打
場
二
御
座
候
由
」

右
二
付
壱
貫
目
玉
以
上
之
御
筒
は
御
台
場
二
而
火
入
仕
候
而
已
一
こ
御
座
候
由
先
年

右
御
備
向
松
平
肥
後
守
持
之
節
同
人
家
来
共
」
稽
古
も
右
二
類
候
事
共
二
御
座
候
由

【
故
】
何
卒
向
後
は
御
備
場
之
」
向
々
員
目
已
上
玉
之
中
り
打
船
打
等
を
專
要
二
修
行

仕
候
ハ
と
実
用
之
御
固
二
罷
成
可
申
候
問
近
国
海
岸
都
而
御
備
場
有
之
」
場

所
々
々
右
之
振
合
二
年
々
見
分
之
者
被
遣
候
ハ
適
格
別
励
二
罷
成
可
申
哉
と
奉
存
候

但
三
浦
郡
鎌
倉
郡
辺
御
備
場
之
向
は
最
寄
海
岸
」
或
井
上
左
太
夫
持
大
筒
丁
場

等

二

而

丁

打

仕

候

而

可

然

哉

与

」

奉

存

候

一
同
国
天
羽
郡
小
久
保
村
地
内
磯
根
崎
之
儀
は
相
州
鴨
居
村
」
走
水
村
海
岸
よ
り
見
請

候
而
は
御
備
之
一
場
所
二
も
罷
成
可
申
」
様
子
二
相
見
へ
鳥
居
甲
斐
守
儀
も
御
備
相

一ワワー
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立
可
然
場
所
之
旨
」
申
上
候
間
右
出
崎
迄
罷
越
見
分
仕
候
処
一
体
之
地
形
向
地
よ
り
」

見
請
候
と
は
連
ひ
富
津
之
洲
元
二
近
く
入
隅
之
出
崎
二
御
座
候
」
同
所
よ
り
観
音
崎

迄
海
上
弐
里
八
町
竹
ヶ
岡
よ
り
平
根
山
迄
は
」
海
上
弐
里
三
拾
弐
町
二
御
座
候
間
相

州
之
海
岸
へ
近
キ
方
二
は
候
得
共
」
船
路
江
遠
く
富
津
之
外
【
海
二
而
】
入
隅
ゆ
へ

大
船
間
近
く
可
乗
寄
場
所
与
」
は
相
見
へ
不
申
其
上
海
岸
都
而
追
々
欠
崩
れ
候
砂
山
御

台
」
場
二
は
皆
高
過
候
鳳
凰
画
（
山
方
）
而
已
二
有
之
切
下
ヶ
候
而
も
海
岸
之
方
」
欠

落
候
憂
有
之
右
等
之
処
江
力
を
尽
し
候
場
所
二
無
之
同
村
は
」
富
津
御
台
場
附
二
而

非
常
之
節
役
船
差
出
候
場
所
二
御
座
候
間
」
船
之
方
江
力
を
入
候
ハ
魁
実
用
之
御
備

二
罷
成
可
申
与
奉
存
候

一
同
国
同
郡
竹
ヶ
岡
御
台
場
之
儀
は
山
上
二
而
芝
間
二
大
筒
弐
挺
」
居
附
有
之
梁
間
三

間
桁
行
七
間
壁
は
石
二
而
奥
二
候
御
多
」
門
井
遠
見
番
所
等
有
之
地
形
海
澪
之
内
二

而
出
張
候
」
場
所
二
は
候
得
共
一
体
高
場
二
而
高
サ
之
儀
御
備
場
詰
之
者
共
江
」
相
尋

候
処
伝
聞
之
次
第
異
同
有
之
不
分
明
二
御
座
候
間
高
サ
」
為
相
量
候
処
直
立
弐
拾
壱

間
余
有
之
平
根
山
観
音
崎
」
御
台
場
よ
り
高
場
二
而
右
便
利
二
有
之
右
高
過
候
段
は

鳥
居
」
甲
斐
守
江
川
太
郎
左
衛
門
儀
も
申
上
候
儀
二
而
同
所
は
古
城
路
一
こ
寄
要
害

之
地
と
相
見
へ
候
間
高
場
二
は
候
得
共
要
地
二
御
台
場
を
」
構
有
之
儀
二
も
御
座
候

哉
難
成
候
得
共
大
銃
放
発
二
は
今
」
少
し
低
場
之
方
便
利
宜
可
有
御
座
候
此
辺
海
底

遠
浅
二
而
」
磯
根
多
く
諸
廻
船
乗
筋
江
は
多
分
相
隔
専
要
之
御
備
」
場
二
は
相
成
兼
可

申
哉
二
候
得
共
浦
賀
湊
二
相
対
し
候
場
所
之
」
儀
二
面
（
付
）
台
場
も
便
利
之
所
江
移

し
專
船
打
之
手
当
可
有
之
」
場
所
与
奉
存
候
同
所
近
辺
二
而
台
場
取
立
可
然
場
所
両

三
ヶ
所
」
相
糺
候
処
左
之
通
二
御
座
候

字

一
房
州
安
房
郡
洲
ノ
崎
村
之
儀
相
州
三
崎
城
ヶ
嶋
江
対
し
」
江
戸
海
之
入
口
二
候
処

城
ヶ
嶋
江
海
上
四
里
弐
拾
九
町
余
有
之
当
時
」
富
津
御
備
場
持
二
而
遠
見
番
所
有
之

此
辺
番
所
居
小
屋
等
取
」
立
候
場
所
は
有
之
候
得
共
陣
屋
二
宜
場
所
は
相
見
へ
不
申

先
年
」
松
平
越
中
守
持
之
節
は
洲
ノ
崎
近
村
波
左
間
村
二
陣
屋
有
之
」
同
所
よ
り
洲

ノ
崎
江
出
張
二
而
相
勤
候
儀
二
御
座
候
由
同
所
遠
見
通
達
之
」
儀
は
城
ヶ
嶋
之
ヶ
条

二
申
上
候
通
二
而
仮
相
図
杯
用
ひ
候
而
も
里
数
」
遠
二
而
急
速
通
達
二
は
相
成
兼
可

字
谷
坪此

所
も
萩
原
（
生
）
村
之
地
内
山
下
之
平
地
二
而
房
州
往
還
江
」
程
近
二
は

候
得
共
場
広
二
相
成
可
然
」
哉
二
奉
存
候

竹
ヶ
岡
御
台
場
下
畑
地

此
所
は
竹
ヶ
岡
村
之
内
海
岸
往
来
之
際
二
而
地
所
」
狭
く
番
所
其
外
取
建
可

申
場
所
無
之
候
得
共
」
番
所
は
是
迄
之
山
上
二
差
置
大
筒
而
已
右
之
」
畑
地

江
居
付
候
而
も
可
然
哉
二
奉
存
候

十
二
天
社
地

此
所
地
所
は
狭
く
候
得
共
竹
ヶ
岡
居
村
近
二
而
船
場
も
」
手
近
故
引
移
候
而

便
利
之
地
と
奉
存
候

三
枚
畑

此
所
は
萩
生
村
之
畑
地
二
而
平
根
山
観
音
崎
両
所
」
之
中
央
江
相
対
し
房
州

往
還
際
二
有
之
候
得
共
」
此
辺
之
内
海
岸
出
張
候
場
所
二
而
地
盤
も
可
也
二

御
座
候
」
間
台
場
取
立
可
然
場
所
と
奉
存
候

－28－



一
白
子
村
よ
り
北
房
総
海
岸
通
二
は
所
々
諸
家
領
分
も
有
之
候
処
」
上
総
国
夷
隅
郡
勝

浦
村
二
は
大
岡
主
膳
正
陣
屋
有
之
同
所
」
前
後
同
領
村
々
ニ
台
場
拾
弐
ヶ
所
有
之
同

郡
小
濱
村
二
松
平
」
備
前
守
陣
屋
元
海
岸
二
も
台
場
壱
ヶ
所
有
之
長
柄
郡
」
一
ノ
宮

村
加
納
大
和
守
陣
屋
元
海
岸
二
も
台
場
五
ヶ
所
有
之
候
」
処
右
之
ヶ
所
ヶ
所
追
々
修

申
候
竹
ヶ
岡
よ
り
剣
崎
千
」
駄
崎
平
根
山
観
音
崎
等
皆
見
渡
二
相
成
候
場
所
故
相
州

海
岸
」
之
相
図
を
相
用
ひ
候
方
便
利
二
可
有
御
座
候
大
筒
台
場
等
出
来
候
而
も
」
船

路
も
定
ら
す
場
広
之
海
上
二
有
之
船
を
用
い
候
場
二
も
無
之
」
同
村
家
数
五
拾
七
軒

之
小
村
二
御
座
候
間
其
場
所
限
之
御
備
二
も
」
及
ひ
申
間
敷
哉
二
奉
存
候
向
後
松
平

駿
河
守
手
二
而
海
防
之
」
御
備
相
立
候
二
も
ヶ
様
成
所
ニ
カ
を
費
さ
す
枢
要
之
場
所

は
如
何
様
二
も
」
力
を
尽
く
し
候
様
二
有
之
度
儀
と
奉
存
候

一
洲
ノ
崎
よ
り
同
国
朝
夷
郡
乙
濱
村
迄
海
岸
五
里
余
之
間
」
南
向
之
浦
方
二
有
之
白
間

津
村
よ
り
全
東
向
之
海
岸
二
相
成
」
白
子
村
洲
ノ
崎
よ
り
九
里
余
之
処
松
平
駿
河
守

持
二
被
仰
渡
候
」
処
此
間
砂
濱
も
有
之
候
得
共
多
く
は
磯
根
多
之
海
崖
司
耐
引
船
剴

場
凶
到
濁
楜
斗
廻
船
五
六
艘
も
相
掛
候
場
所
有
之
候
得
共
」
圖
凹
（
湊
）
不
宜
全
無
拠

節
之
掛
場
二
御
座
候
由
白
子
村
二
は
松
平
」
越
中
守
持
之
節
陣
屋
井
遠
見
番
所
有
之

遠
見
番
所
は
」
今
以
形
を
相
残
申
候
向
後
も
右
之
喬
格
二
習
ひ
候
儀
二
而
も
」
此
辺

之
海
岸
は
随
分
軽
キ
御
備
方
二
而
可
然
哉
と
奉
存
候

三
大
岡
主
膳
正
領
分
】
同
国
長
狭
郡
内
浦
村
小
湊
村
之
儀
絵
図
面
之
通
両
村
二
而
」
一

湊
二
相
成
居
腰
限
侈
匡
血
小
湊
之
方
江
寄
廻
船
五
六
艘
も
船
掛
」
相
成
候
固
【
得
共

海
底
磯
根
多
二
而
船
之
出
入
六
ヶ
敷
川
化
之
節
陸
兼
候
積
二
御
座
候
」
同
所
二
は
領

主
易
場
も
有
之
御
備
は
相
立
居
候
様
子
二
御
座
候
】

理
増
築
等
有
之
様
子
二
御
座
候

一
下
総
国
海
上
郡
松
平
右
京
庵
領
分
高
神
村
二
台
場
六
ヶ
所
」
飯
沼
村
二
同
六
ヶ
所
其

外
玉
除
土
手
等
出
来
有
之
候

一
右
同
人
領
分
銚
子
湊
之
儀
は
飯
沼
新
生
荒
野
今
富
之
」
四
ヶ
村
惣
名
を
銚
子
湊
と
唱

四
ヶ
村
合
家
数
弐
千
六
百
九
拾
壱
軒
」
有
之
東
海
道
二
而
第
一
繁
華
之
地
二
御
座
候

処
絵
図
面
」
之
通
此
辺
海
岸
殊
之
外
磯
根
多
く
北
向
之
湊
二
而
廻
船
」
出
入
不
弁
二

御
座
候
得
共
利
根
川
続
二
も
有
之
候
間
諸
品
取
引
も
」
多
く
御
座
候
圃
（
二
付
）
自

一
都
会
を
成
候
地
二
御
座
候
由
同
所
は
」
右
之
通
仮
成
海
防
之
躰
も
相
見
へ
候
得
共

向
地
常
州
廉
」
鴫
郡
東
下
村
は
小
給
所
二
而
何
之
備
も
無
之
趣
二
相
聞
申
候
」
同
村

は
薄
地
之
由
二
候
得
共
右
様
繁
華
之
湊
片
頬
を
」
請
候
土
地
故
軽
く
も
御
備
相
立
候

而
可
然
場
所
と
奉
存
候

右
安
房
上
総
下
総
国
浦
々
御
備
場
見
分
仕
［
胴
幽
場
所
之
模
様

【
勘
考
仕
候
処
】
書
面
之
通
二
御
座
候
依
之
絵
図
面
四
枚
相
添
此
段
申
上
候
以
上

寅

十

二

月
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